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１．研究の概要とキーワード 
    
 
 
 
 
 
 

２．他の研究との相違点・新規な点 
 
 
 
 
 
 
３．内容 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究の適用分野 
  

 平成18年に新水先法が施行され、水先制度の大幅な改正が行われました。最も大きな
変更点は、水先免許に一級から三級の等級制が導入されたことです。 
 このような状況下、水先人の乗下船に関しては世界基準ではありますが旧態依然たる
方法が継続されており、水先人の身体の安全確保が実現していません。また、水先人の
船舶嚮導に関しても、より高い安全性を確保するための提案を行う必要があります。 
 以上２点の問題解決に向けた研究を行っています。 

(1) 各等級の水先人養成教育が海事科学研究科で実施されています。特に伊勢三河湾、
大阪湾、内海水先区水先人会をはじめ日本中央部に位置する10の水先人会と連携し
て教育・研究を行っているので、問題抽出と解決法提案が一括して実施できます。 

(2) 日本発の研究成果が新しい世界基準を構築する可能性があります。また、水先現場と
いう過酷な状況下で研究された成果は、陸上分野でも適応可能と考えられます。 

(1) 安全な乗下船の確保 
  右図に示す水先人の乗下船方法は、

IMO（世界海事機関）により規定され、
世界基準となっています。International 
Maritime Pilots’ Association  (IMPA) 
により、運用方法が図式化され、世界
中の船舶で遵守されている方法です。 

  この方法には転落防止装置が無く、水
先人の経験と体力が身体の安全を担
保しています。そのために転落時の救
命装置についての研究開発を行ってい
ます。 図  水先人の世界基準の乗下船方法 

    （IMPAのパンフレットより参照） 

(1) 安全な乗下船の確保 
  世界基準では乗下船時の転落防止装置の規定が無いために、危険な状態での水先

人の乗下船が世界各地で行われています。そのために、転落時の救命装置は必須で、
その研究開発を行っています。この研究開発の成果は、日本国内に止まらず、世界の
水先区で採用される可能性があります。また、当該装置の開発技術は高所作業にお
ける人身事故防止装置等の開発にも適応できます。 

(2) より安全な船舶嚮導 
  水先人の安全な船舶嚮導を支援するための水先区におけるハザードマップ作成手法

は、種々の階層を重畳するために、他の水先区のみならず陸域及び空域のハザード
マップ作成に適用可能です。また、水先人の疲労度の計測は、安価で非接触ですので、
あらゆる分野の被験者の疲労度計測に適用可能です。 一方、「水先人－タグボートシ

ステム」における音声コミュニケーション方法は、他の劣悪な通信環境下での通話の改
善に適用可能です。 

(2)より安全な船舶嚮導 
  水先人の船舶嚮導により、航行の安全性は9～13倍に向上すると云われています。し

かし、衝突や座礁海難が皆無になったわけではありません。そのために水先人の船
舶嚮導を支援するためのハザードマップ作成や水先人の疲労に関する研究及び「水
先人－タグボートシステム」に関する研究を行っています。 



 
 
 
◇研究歴 
 

• 水先制度：新水先法における問題点抽出と対応策提案   
• 水先人養成教育：操船シミュレータを用いた養成教育の問題点 
  抽出と対応策提案 
• 水先人の人身事故発生傾向：水先人の人身事故の実態調査、 
  転落事故の詳細調査 
• 水先人の疲労度計測：水先人の疲労度計測方法、疲労度アラートシステム 
• 水先人の海難発生傾向：水先人の衝突海難の発生傾向（伊勢三河湾・大阪湾、関門

水先区の場合） 
• 「水先人－タグボート」システム：タグボートの海難調査、タグボート操船号令の提案、

水先人とタグボート間の円滑な音声コミュニケーション方法 
 

◇専門分野 
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